
 

 

 

 

 

 

 

1．はじめに  

 大阪都構想の投票前日、宣伝カーの声がコ

ロナ対策で開けている窓から飛び込んでくる。

そのような中、兵庫から岨さんも駆けつけ、

久しぶりとなる研究部例会が行なわれました。 

 

2．研究部からの問題提起  

研究部はこの例会に先立ち、「運動会アンケ

ート」を行なっています。回収率は 16 人と少

なめでしたが、集計を研究部員がする中で、

どこが問題だったかを分析し、問題提起とし

てまとめています。少し引用します。  

（1）コロナ禍から見た運動会の問題点  

確かにコロナウィルスの蔓延によって、学

校運営は様々な場面で支障をきたした。学校

行事である運動会も例外ではない。しかし、  

①運動会開催の時期や開催時間等の流れは一

定できつつあった背景もあり、その中で「改

めて運動会とは」が問われているような状

況はなく、同志会会員もそこに言及してい

ない実情がある。  

②そのような状態の中で運動会の反省が行わ

れ、時間の事や段取りなどを中心に総括さ

れていることに、職場内で「それだけで良

いのか？」と問い直したり言及したりする

ものがいない。  

③したがってこういう緊急事態と言う状況下

でそもそも論の発想すらなくたとえ誰から

誰が唱えても受け入れられず、いかに、運

動会の反省などが形骸化しているのがわか

る。 

など学校内で「運動会」の意義づけやそれ

に伴う位置づけが十分に話し合われていない

ことがこの問題の発端とも言える。さらに、  

④教育委員会直轄の命令的な指示があるとこ

ろ、ないところ、ないならないで、「どうし

て上から指示がないのだ？」という声も聞

こえてくる。カリキュラムは「学校で計画

決定する」ということ自体の形骸化、すな

わち、教育課程づくりやそれに伴う学校運

営そのものも形骸化しており、そこへの異

論も現場も職場からなかなか出てこない。  

と、運動会から見える教育課程、カリキュ

ラム、学校運営のある種「アリバイ作り化」

と、学校行事の代表格である運動会は、密接

な関係にある。すなわち、その学校の運動会

の姿から教育過程が見えてくる、と言う状況

がある。やはり「たかが運動会」ではない。

そこで、再度「運動会の価値」について見直

さなければならない。  

 

（2）子どもが主人公の運動会とは  

研究部の中村が「運動会の価値」について

集約した感想で、「先生たちの運動会の価値を

持っておくのは大切だが、子どもたちがここ

まで思わないと思ったら考えようだなと思っ

た」と述べている。よく「子どもが主人公」

と言う言葉が同志会でも使われるが、主人公

である子どもが「運動会」にどのような価値

づけをしているのだろうか。教師の俯瞰的な

視点と主人公である子どもたちが持つ「運動

会の価値」とのすり合わせがどれだけできて

いるだろうかという点である。（中略）「望む
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ようにしかけることが一番」であるかもしれ

ないが、これとて、運動会という行事だけに

たよることはできない、運動会に至るまでの

様々な教育活動によって子どもたちから見た

「運動会の価値」が規定されるはずである。

このことも忘れてはいけないと思っている。  

（以上、研究部の問題提起から抜粋引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．安武さんの「運動会の歴史まとめ」  

が秀逸！  

続いて安武さんから｢『運動会』の歴史から、 

その意義を探る｣というテーマで報告があり

ました。（下線は引用部分）  

江戸時代には、 すべての階級を通して、運

動娯楽の価値に注目し、これを体育的に発展

させる余地は存在しなかった。すなわち、「読

み・書き・そろばん」は学問として認められ

ていたが、体のことは、それぞれの武術系の

流派の問題。遊戯、遊びも禁止。まさに「門

外不出」として、広く学ぶ文化がなかった。  

 明治になって体や遊びを注目するようにな

る。 

そして、明治後半、今の運動会の要素が出そ

ろったようです。大事なポイントとして、遊

戯・ 娯楽の少なかった頃、そのおもしろさに

ふれた子どもや教師・親たちは、我国の風土

になじませていき、また行政側も規律・訓練

の手段とすべく全国的に広めていった、とい

う経緯があったようです。それが戦前・戦中

には戦意昂揚(こうよう)オンパレードになっ

てしまいました。  

 

戦後の運動会の特徴は  

・児童、生徒の自主性をもとに計画立案や運

営にも参加させようとした  

・親の参加、地域とのかかわりの強化  

からスタートしていますが、同志会創始者の

丹下は、運動会が「体育学習の成果を発表す

る」場となることに批判的だった。その理由

として  

・「特別に学習の成果を良く見せようとする

ことの無理な学習の弊害」が生じ、  

・親たちはそのでき具合一に喜一憂すること

になり  

・児童会はその発表会のための仕事をするこ

とになってしまう  

 

運動会は「父母、子ども、教師が一体とな

った地域の人間の交流の場」であるべきと述

べた丹下には先見の銘がありました。  

運動会割り当て時間、全部使わなくてもい

いが使ってしまう。よく見せようとする教師

の心理を丹下氏は言い当てていたことになり

ます。  

せっかく自治的な要素を含んで発展しそう

だった運動会ですが、自治とか自主性を日の

丸君が代の導入とともに、文言から減らして

いった経緯がありました。  

現在、授業時数はいったん減って元に戻っ

たが、特別活動は減ったまま。他の教育活動

が増えていて、ますます子どもの自治をはぐ

くむ時間が取りにくくなっています。  

質疑の中では、「今、子どもの主体性が問わ

れる中、同志会は運動会に対する対案がない。」

という意見も出されました。  
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４．そして注目の岨さんの運動会！   

 

岨さんは南あわじ市の神代(くましろ )小学

校で「子どもたちが作る運動会」を実践しま

した。(その様子は NHK のニュースウォッチ 9

でも紹介されています) 

本来、５月下旬に予定されていた運動会。

コロナ禍ですべて吹っ飛び、岨さん自身も「ま

ぁ、仕方ないな」と思っていました。  

しかし、休校中に綴った子どもたちの日記

を見るうちに、「みんなと勉強がしたい」「友

だちと過ごしたい」という子どもたちの強い

思いに気づきます。  

私たちがコロナに振り回されている中、本

当に大切なことに目を向けはじめていたのは、

目の前の子どもたちでした。こういった子ど

もたちの要求を目の当たりにし、「教育の本質」

について子どもたちから改めて教えられたよ

うな気がしました。「こんなときだからこそ、

子どもが本当にしたい学び」について考え、

実践していかなくてはいけないのではないか」

そう思うようになりました。  

 (実践報告資料より) 

 また、不登校気味だったにもかかわらず、

時々休みながらもなんとかがんばって登校し

ている R さんの存在も気になりました。  

R さんは日記の中で「自分たちがリーダー

となって活躍できる運動会がなくなって悲

しいです。」「当たり前を大切にしたい。」と気

持を述べていました。そのような思いから今

回の実践はスタートしています。  

 

5．運動会から「くましろ祭」へ  

「運動会からくましろ祭へ！」取り組みの

概要は以下の通りです。  

 

R さんを実行委員長に！  

教師が R さんの居場所をつくるのではなく、

R さん自身が友達や大人との対話を通して、

違いを認め、ともに学んでいくことで自分の

世界を広げ、生活を豊かにしていってほしい。 

 

理解ある職場  

 特に５年生の担任（特活・児童会担当）は

「児童会は任せてください。５年生もできた

ら運営などにも加われたらとてもいい経験に

もなるし、来年度につながっていく。」と協力

的。 

 また、「やろう！やろう！ぜひやりましょ

う！子どものためになるんだから！（校長）」

「チャンスですね。これからの運動会を考え

るとてもいい機会になる。子どもたちが自ら

創っていくような、子ども主体の運動会にし

ていきましょう。（教頭）」と管理職の理解も

ありました。  

 

コロナ対策を子どもの学習に  

 コロナ対策についても、岨さんは子どもと

共に学ぶスタイルを取りました。「コロナの学

習」で先駆的実践を行なっている上野山さん

を講師に、校内 WEB 学習会を行なったのです。

単なる対策としてではなく、コロナそのもの

についても学習の対象とする機会となりまし

た。 

 

 



 

 

各委員会を組織  

6 年生で実行委員会を組織。実行委員は「校

長交渉」「保護者へのお願い」「閉会式、開会

式の司会」「選手宣誓」「テーマの検討」など

の役割を担うという活動内容を計画しました。

他にも、児童会は、「開閉開式」や「応援合戦」

「入場行進」「放送原稿」「引き継ぎ式」の規

格をしています。次年度につなぐことも考え、

引き継ぎ式は重要な位置を占めています。  

今回は「コロナ対策部」という委員会も設

置されました。当日のコロナ対策、各演技で

のコロナ対策の確認のみならず、啓発活動と

しての「感染症発表」も企画しています。  

 

南中ソーランの教え合い  

 全校演技は実行委員会のアンケートから

「南中ソーラン」に決まりました。「低学年で

南中ソーラン？」という考えもあるかもしれ

ません。しかし、今回はみんなで取り組むこ

とと、高学年が低学年に教えに行くことを重

視しました。6 年生の見本ビデオを配ったり、

1、2 年生は 6 年生が踊りを教えに行きました。

休み時間や帰りの会の活動になるのですが、

子どもたちも主体性を発揮できたいい時間で

した。  

 

当日の様子  

準備やリハーサルの時間もほとんどとれな

い中、運動会はスタート。それでも、6 年生は

自分たちの役割を意識し、アドリブも含めや

りきりました。参観した保護者からも「子ど

もの自主性は大切。家では運動会のことをよ

くしゃべるし『どないしょ』『どうしたらええ

ん』とよく相談されました」家庭もあったと

か。｢ニュースウォッチ 9｣視聴された方は、

子どもが主体的に作り上げていった様子がわ

かると思います。  

 

 

来年度に向けての課題  

 今回はコロナ禍の中での特別な実践でした。

なぜ、岨さんがリーダーシップをとって企画

運営の中心になることになったのか。それに

ついて岨さんは「自分がそもそも体育担当で、

運動会は自分から発信する立ち位置にあった

が、さらに 6 年生担任でもあったというとこ

ろから今回の提案になった」ということです。

しかし、次年度、「今回と同じ取り組みをしよ

うとしたら、5 月下旬の行事では無理がある」

と岨さん自身が感じているところです。今ま

で教師主導で決めてきた運動会の企画を子ど

もたちが主体的に動く行事に作り替えるチャ

ンスでもあり、次のくましろ祭が楽しみです。 

 

参加者の感想から 

 

・なくなった行事を復活させるだけでなく、

むしろバージョンアップさせているところが

すごいです！！岨さんの熱量、子どもたちへ

の投げかけ、準備期間、役割分担など、学ぶ

べきところがいっぱいあって、自分たちの運

動会と比較できました。めちゃくちゃしんど

かったでしょうけど、それ以上に楽しかった

のでは？と思いました。うらやましいです       

また支部大会で聞けるのを楽しみにしていま

す。               菅さん  

 

・子どもたちの声を聴くって、すごく大事や

な～って、改めて思いました。運動会のテー

マを作るのは、苦しみやと聞いて、そこには

子どもたちの、たくさんの思いや葛藤がある

から、そうなっちゃうんだと思いました。  

 うちの学校は、テーマがあっても、本当に

その意味をなしていないのがすごく残念で

す。校長自身も全くそのことに触れなかった

ので、子どもの思い無視してんな…と。  

中村さん  

 


